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２
学
期

1
定期考査

〇 〇 〇

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。「書くこと」、「読むこと」の各領域におい
て、論理的、批判的に考える力を伸ばすととも
に、創造的に考える力を養い、他者との関わり
の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりしている。

標準現代の国語（第一学習社）

教科 国語

 論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合
う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇

１
学
期

『なぜ本を読むのか』
『世界は謎に満ちている』
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を把
握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章を粘り強く読み、学習課題に
沿って本文の構成と論理の展開を捉
え、要旨をまとめようとしている。

・指導事項
語彙を増やし論理的に読む。
・教材
『なぜ本を読むのか』
『世界は謎に満ちている』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出。

『言葉遣いとアイデンティティ』
『言語としてのピクトグラム』
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る
【思考力、判断力、表現力等】
「書くこと」において、立場の異な
る読み手を説得するために、批判的
に読まれることを想定して、効果的
な文章の構成や論理の展開を工夫し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
文章を粘り強く読み、学習課題に
沿って本文の構成と論理の展開を捉
え、要旨をまとめようとしている。

・指導事項
論理の構成を理解して読む。
・教材
『言葉遣いとアイデンティティ』
『言語としてのピクトグラム』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出。

『水の東西』
『ステレオタイプの落とし穴』
【知識及び技能】
文章の種類に基づく効果的な段落の
構造や論の形式など、文章の構成や
展開の仕方について理解を深めてい
る。
【思考力・表現力・判断力】
「読むこと」において、人間、社
会、自然などについて、文章の内容
や解釈を多様な論点や異なる価値観
と結び付けて、新たな観点から自分
の考えを深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習課題に沿って、本文を学習する
前後自身の感じ方に変化があったか
どうかを考え、積極的に自身の感想
を発表しようとしている。

現代の国語教科 国語

〇

・本文中に登場する主な常用漢字や語句・語
彙、また文章の効果的な組立て方や接続の仕方
について、その構造や特色などを理解してい
る。
・「活動の手引き」の課題について、自分の考
えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得られ
るよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫
している。
・情報と情報を対比させながら展開する評論を
粘り強く読み、学習課題に沿って論理の展開を
分析しようとしている。

〇

定期考査

教科 国語 現代の国語 2

東京都立葛飾総合高等学校 令和7年度年間授業計画 

書くこと、読むこと

・本文中に登場する主な常用漢字や語句・語
彙、また文章の効果的な組立て方や接続の仕方
について、その構造や特色などを理解してい
る。
・「活動の手引き」の課題について、自分の考
えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得られ
るよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫
している。
・本文を読んで自分の考えを深め、実社会から
求めた題材を用いて積極的に検証しようとして
いる。〇〇

〇 〇

・指導事項
論理の構成を理解して読む。
・教材
『水の東西』
『ステレオタイプの落とし穴』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、思いや考
えを広げたり深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識
を深めようとしているとともに、読書に親しむことで自己
を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深
めて言葉を効果的に使おうとしている。

現代の国語

配当
時数

（　A組：　川合　）

【 知識　及び　技能 】  実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

（　B組：　奥田　）（　C組：　川合　）（　D組：　奥田　）（　E組：　川合　）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

態

・本文中に登場する主な常用漢字や語句・語
彙、また文章の効果的な組立て方や接続の仕方
について、その構造や特色などを理解してい
る。
・筆者の主張について文章構成をもとに理解
し、自分に照らして考えを深めている。
・本文の内容について積極的に考え、学習課題
に沿ってまとめようとしている。 〇 〇 〇

領域
評価規準 知

〇

定期考査
〇 〇 1
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〇
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12

定期考査
〇 〇 〇

・指導事項
効果的な文章の構成や論理の展開を
工夫している。
・教材
『イースター島になぜ森がないの
か』
『黄色い花束』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出。

〇

『「弱いロボット」の誕生』
『人はなぜ仕事をするのか』
【知識及び技能】
文章の種類に基づく効果的な段落の
構造や論の形式など、文章の構成や
展開の仕方について理解を深めてい
る。
【思考力・表現力・判断力】
「読むこと」において、人間、社
会、自然などについて、文章の内容
や解釈を多様な論点や異なる価値観
と結び付けて、新たな観点から自分
の考えを深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習課題に沿って積極的に本文中の
語句や表現について考えることで、
語感を磨き語彙を豊かにしようとし
ている。

・指導事項
論理の構成を理解して読む。
・教材
『「弱いロボット」の誕生』
『人はなぜ仕事をするのか』
・一人１台端末の活用　等
課題の提出。

〇 〇

・主張と論拠、個別の情報と一般化された情
報、推論の仕方など、情報の扱い方について理
解している。
・「活動の手引き」の課題について、自分の考
えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得られ
るよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫
している。
・本文を読んでロボットと人間との関係性につ
いて考えを深め、表現を工夫して自分の考えを
書こうとしている。
・本文を読んで働くことに対する考えが深まっ
たかどうかを進んで振り返り、根拠をあげて説
明しようとしている。

〇 〇 〇

合計

57

『イースター島になぜ森がないの
か』
『黄色い花束』
【知識及び技能】
論証したり学術的な学習の基礎を学
んだりするために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る
【思考力、判断力、表現力等】
「書くこと」において、立場の異な
る読み手を説得するために、批判的
に読まれることを想定して、効果的
な文章の構成や論理の展開を工夫し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
文章を粘り強く読み、学習課題に
沿って本文の構成と論理の展開を捉
え、要旨をまとめようとしている。

〇〇

・本文中に登場する主な常用漢字や語句・語
彙、また文章の効果的な組立て方や接続の仕方
について、その構造や特色などを理解してい
る。
・「活動の手引き」の課題について、自分の考
えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得られ
るよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫
している。
・個別の事例を一般化する文章の効果的な組立
て方を理解し、学習課題に即して解釈を深めよ
うとしている。
・戦争や紛争について考えを深め、表現を工夫
して自分の考えを書こうとしている。

〇 〇

11


